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問題解決者（創世記3:15）
今年、私たちは、みことばによって自分発見の答えに預かりたいとスタートしました。自分で考えている自分、また、周りから評価されている自分とは、まったく違う自分が聖書を通して発見できるようになります。そして、そうならないといけません。もはや皆さんは、最高に幸せな者であり、また、世が与えることとは違う平安の所有者でもあるわけです。どこか違うところで、いままでのように、世の中の人々のように、番地を間違えてそういったものを求めていたりすると、二重、三重困難してしまって葛藤が終わりません。私たちは、この正しい自分発見を通して、次のステップを踏み出さなければいけないものなのです。でも、いつまで経ってもそれができていないので、その場に留まっているような感じがずっと続いているのではないでしょうか。そのような流れの中で、今日も皆さんがどういう存在なのか、キリストの中にあって、契約の中にあって、また、暗やみの現場において、自分のことをしっかりと発見していきたいと思います。

多くの人が、問題のない人生、問題がないことを願う場合があります。私が小学生の時の国語の教師が、こういうことを言った覚えがあります。「問題がないことを望む人は、お墓の方に行きなさい」。死ぬまでは問題と一緒に付き合って行くものだということでしょう。生きている限りは問題のない人生というのはありません。問題のポイントというのは、あるかないかではなくて、ある問題をどのように対処して、また、どう正しく解決していくのかがポイントなのです。はなから問題のない人生を望むということは無理なので発想を変えてください。その問題を通して多くの人が、問題そのものに捕らわれ縛られて、そこでもがき苦しみ、ときには、その問題ゆえに人生そのものをあきらめてしまう場合もあります。しかし、今日からクリスチャンの私たちは、問題に対しての見方を変えてください。問題というのは、もがき苦しむために許されているものではなくて、正しく解決するために許されているものです。だから、問題として私たちの前に現れているわけです。そのように問題を扱うためには、どのようにすればよいのかと言いますと、改めて申し上げます。
問題というのは、それに縛られてもがき苦しむためにあるものではなくて、正しく解決するために許されているものなのです。そのためには何より本当の問題がなにかを正しく理解しなければなりません。私たちが悩んでいる問題が、実は、本当の問題ではありません。ですから、問題の構造を正しく理解する必要があると思います。問題にもまず表に現れている目立つ問題というものがあります。家庭の問題や病気の問題、そして、人間関係の問題、進路の問題、ときには自然災害による問題、事故が起きたという問題、人と比較される問題など、さまざまな問題があります。それは、表に現れた問題です。そして、そこまで問題になるために、なにかきっかけになるものがあったはずです。だから、様々なきっかけという問題があります。なぜ精神的に患うようになったのか、いじめがきっかけで、あるいは虐待がきっかけで、事業の失敗がきっかけでといった様々なきっかけになるような問題というものがあります。表に現れている問題、そして、それを生み出したきっかけになるような問題、ここまでが私たちが理解している問題です。しかし、私たちは見たこともないし聞いたこともない、その裏の裏に隠れている根本的な問題というものがあります。これが問題の構造です。その隠れいている問題、もっと正確に申し上げると、私たちの目がくらんで見ることができないだけであって、隠れている問題の本質、根本的な問題、それは聖書のみが教えている問題です。それは人間が神様と一緒だったのに、神を裏切り、神様を離れてしまった問題が本当の問題なのです。精神的な問題が本当の問題ではなくて、いじめが本当の問題ではなくて、病気が本当の問題ではなくて、本当の問題は、神と一緒にいるべき人間が神様を離れてしまったというのが問題です。
なぜ離れてしまうようになったのでしょうか。それは罪を犯してしまったので、その罪こそが本当の問題なのです。その罪は裏返しますと、地獄にくっつくようなものを罪と言います。それが本当の問題です。なぜそのような罪を犯してしまうようになったのでしょうか。目に見えないサタンとも呼ばれる悪魔に惑わされて、悪魔のしわざによって、この悪魔と悪魔のしわざというのが問題の本質であり、本当の問題なのです。人間関係の問題が本当の問題ではなくて、経済の問題が、戦争の問題が問題の本質ではなくて、神様を離れたことによって、罪を犯して地獄を抱えて生きるようになってしまった地獄の運命、そして、そこから逃げられないように悪魔の手に捕らわれて、悪魔のしわざに捕らわれるようになってしまいました。そこが本当の問題です。ですから、問題を正しく処理するためには、問題がどれほど深刻なのか、問題の深刻性を理解することが課題です。このようなどうにもならない根本的な問題が、長い歴史を流れてずっと続くものであり、それが家系を流れるようになり、その両家が結婚して家庭を作るようになり、その家庭のお父さん、お母さんの様々な霊的な問題などを背景にしている問題なのです。しかも、本人にしては、なにかのきっかけがあって問題になったと思うでしょうけれども、そして、いま表に現れている問題によって苦しみ、それがすべてだと思うでしょうけれども、実は、生まれたときから抱えていた問題なのです。生まれたそのときから。なにかのきっかけである以前に、なにをどのようにしでかしたのか、それ以前に、生まれたときから抱えていた問題です。これが問題の深刻性というものです。
ですから、結論から申し上げると、問題は、本当のことが分かれば絶対解決不可能なのです。前にも申し上げましたでしょう。アルコール中毒で悩んでいた人に対して、アルコールが問題ではないと言いました。子どもの頃、親に捨てられて、また、何人かの人と付き合ってその全員に裏切られたということがきっかけとなり心の傷を抱えて、それがアルコールの方に行くようになったわけなので、アルコールの問題ではなくて、そのような様々なきっかけが本当は問題なのです。しかし、それも問題ではありません。あなたも知らない、あなたが生まれるときから抱えている悪魔のしわざというのが問題なのです。あなたのアルコール中毒の問題は、絶対、永久に不可能なのです。あきらめなさい。これが問題の本質、問題の深刻性が分かったときの結論です。そういう意味で、表にいま現れて苦しんでいる問題は、機会なのです。聖書ではこう言われています。すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず。すべての人が罪人であり滅びるしかない運命を抱えているのに、表に現れる目立つ問題がない場合は自分が罪人だという意識がないし、また、自分には問題などないと思い込むわけです。それに比べると、表に現れる目立つ問題があったほうが有利なのです。それを通して、本当の問題をしっかり見て、自分自身と人生そのものに完璧に絶望するための機会なのです。いま皆さんがもがき苦しんでいる精神的な問題、家庭の問題、人間関係の問題、自分の病気の問題、性格の問題などの問題は、本当の問題ではありません。チャンスです。完璧に絶望するためのチャンスなのです。本当の問題を見るためのチャンスなのです。そういった目立つ問題がない人と自分を比べて「うらやましいな。ああいう人はハッピーだろうな」と思うでしょう。それは勘違いです。彼らは逆にのろわれているかもしれません。チャンスすら許されないかもしれません。順調に育って、順調に成功していくことが幸せではありません。なにかのことでつまずいているのでしょうか。なにかの問題で他の人と一緒に歩いていけないのでしょうか。チャンスなのです。そういう人々をうらやましいなという目で見ないようにしてください。「よし。僕にチャンスが来たのだね。これどころではない。本当の問題は、この問題を通して、絶望的などうにもならない神様を離れてしまった悪魔のしわざによる、生まれたときからの地獄の運命による問題、完璧に絶望するしかない問題だったのだね」。だからこそすべてをあきらめて神様の憐れみの他には希望がありません。神様の憐れみだけにすべてをかける、その一点に絞るためのチャンスなのです。悪魔のしわざは、この神の憐れみにのみすがろうとしている人間の心に、「それは人間の敗北なのだよ。人間は結構偉いのだから、まだまだだよ。頑張れ」とだますことです。それが社会の教育であり、地球全体の雰囲気です。悪魔のしわざなのです。人間が神の前で絶望のゆえに完璧にひざまずくことを邪魔するのです。人間の敗北は、神の勝利です。でも、私たちは生まれながら罪の本性を抱えていると同時に、学校の教育、家庭、親の教育、社会のすべての雰囲気が人間の敗北はだめだ、ヒューマニズム、人間最高ということしか聞いていません。それが全部世の流れ、空中の権威を持つ悪魔が作り出したものです。クリスチャンであるにもかかわらず、いまだ脳細胞にそれがインプットされていてなかなか抜けないのです。せっかくクリスチャンなのに、神様のみことばが聞こえないのです。イエスが自分のために十字架で死んだという告白ができないのです。それはまだスタートになりません。十字架で死なれたイエス様と自分と何の関係があるのでしょうか。問題のゆえに悩んで苦しんでいる方々は、今日限りそれをすべて捨てて、それさえも喜んでください。チャンスなのだから。この問題がなかったら、この苦しみが、このもがきがなかったら、人生の本当の真実にたどり着くことができたのでしょうか。うまくいくことだけがハッピーではありません。表に現れた健康の問題、無力の問題、訳の分からない問題、思いどおりにいかないつまずきなどがあるのでしょうか。チャンスです。それを通して、それとは比べることができない氷山の一角に過ぎない本当の驚くべき人生の真実を発見するチャンスです。神を離れて地獄の背景を抱えています。だれがなのでしょうか。すべての人がです。それを見ないといけません。それと自分とがつながらない限りは、まだクリスチャンとしてのスタートにはなっていないでしょう。頭の中では他のテーマがいっぱい飛び交うわけです。だから、神様の憐れみを見上げるしかありません。神様の憐れみの他には、だれかが良い悪い、なにかのせい、なにかがあったからということは一切無用です。全部壊れていかないといけません。宇宙が真っ暗になって、穴が一点しか見えないように、神の憐れみの他にはありません。正しい、正しくないとかは、すべて意味を失うことです。本当の問題が分かるとそうなります。
ですから、本当の問題がわかったときに、やっと本当の意味で問題の解決が何なのかが分かるようになります。問題の解決は、自分の方にはありえません。神様にのみ可能なものなのです。私の問題を私が解決するのではなくて、神様にしか解決できない問題なのです。もし神様がNOとおっしゃったら、問題を抱えているまま地獄に行くしかありません。そこにしか希望はありません。その神様がありがたいことに、訳が分からないけれども、大きな愛をもって、私たちの問題を解決すると約束されました。その約束のことばが、今日、お読みしましたところです。女の子孫が生まれること、つまり、キリストを通して神様ご自身がおまえの問題を解決するとおっしゃいました。これが解決です。そして、その方法は、結局、悪魔のしわざなので、キリストが来られて蛇の頭を踏み砕くことによって、おまえの問題は解決すると言われました。おまえが蛇の頭を踏み砕くことなど絶対不可能なので、蛇に従って行くでしょう。だから、キリストが、おまえを苦しめている蛇の頭を踏み砕くことによって、おまえの問題を解決する。そして、おまえはどうしようもない罪人なので、その罪の解決のために、罪のないキリストが代わりに血を流すことによって、悪魔の頭を踏み砕いて問題を解決する。かかとに噛みつかれる。それをあがないと言います。結局、問題はおまえの罪のためなので、罪のないキリストが身代わりとなって、代わりに罰せられることによって問題を解決すると約束されました。それしか方法がないから。その約束にのみ自分の問題の解決があります。精神的な問題、家庭の問題、病の問題、経済の問題、人間関係の問題の解決は、そこだけにしかありません。皆さんが問題を解決しようとするのは言語道断であり、神様は一度もおまえの問題をおまえが頑張って解決しなさいとおっしゃったことがありません。神様はバカではないから。私たちには、絶対不可能なのです。まだまだその内容が分かっていないと、本当の意味で問題の解決にはたどり着けないでしょう。

そして、感謝なことにこの約束が成就しました。イエス様がその約束のキリストとしてこの地上に来られて、約束通りにキリストであるイエス様が十字架にかけられて血を流されました。あなたがたの問題を解決するために。マルコ10：45、わたしが来たのは仕えられるためでなくて、仕えるために、多くの人のいのちを救うために犠牲のいけにえになるために来られました。その十字架の上でヨハネ19：30、すべてを完了したと宣言されました。本当に完璧にすべての問題を代りに解決されました。「代わりに」ということばが、いちばん大切な言葉です。そして、それが本当だという証拠として、３日目に復活なさって死の力をもって人間を操っていた悪魔の頭を完全に踏み砕いて完全に勝利なさいました。完璧に解決されました。それでイエス様はおっしゃるわけです。わたしは道であり、いのちであり、真理です。わたしを通してでなければ、だれひとり父のもとに来ることはできません。神様と一緒になる道を開いてくださったわけです。ここに問題の解決があります。私たちがまだ罪人であったときに、何も知らないでいるときに、勝手に神様が、イエス・キリストを通して十字架の上で私の問題を全部持って代わりに解決して終わらせました。それが解決です。なぜこの簡単な話が私たちにとってなかなか理解できないかというと、罪の本性はこれを拒否するようになっているからです。人間がやらなきゃと。そして、悪魔が世界中の教育やすべてを取り上げて、これが聞こえないように私たちの脳細胞の方に働いていたので、こんなに簡単な話がクリスチャンでもなかなか理解できないのです。問題の解決は、本当の問題がなにかわかれば希望などありません。絶望しかありません。だから、神様が、私たちが知らないときに勝手に私たちを愛して、代わりにイエス・キリストの犠牲を通してすべて代りに解決しました。しかも完璧に、すべてを完了したと終わらせました。悪魔がいちばん嫌がることです。

前にもお話しした覚えがありますが、ふさわしいたとえにはならないと思いますが、例えば、100兆円ぐらいの借金があるとしましょう。100兆円がいくらか分かりません。分かっているのは、自分が寝ずに食べずに一生働いて使わずに貯めても絶対返済不可能な額だということです。それでも借金なので、その重荷を背負って苦しまないといけません。でも、ある日、私は知らないのに、私を勝手に誰かが愛しました。お父さんと名乗る方が。100兆円の1千倍のお金、単位もよく分からないから、とにかくそれくらいお金を持っている方が債務者のところに行って勝手に全部返済してくれました。そうすると、その瞬間、私の借金は私がなにもしなくても終わるわけです。その時点で終わりです。終わったという領収書をもって私のところに訪ねて来て、「おまえ、苦しんでいただろう。これからはいままでのような苦しみはないし、借金に対しての悩みなどもこれからはいらないよ。全部返済したのだよ」と領収書を見せました。それが聖書です。それが私にとって問題の解決です。実際の問題の解決がそれです。問題を「解決する」というのは宗教です。でも、代わりに「解決した」ことをそのまま受け入れることを福音と言います。ローマ1：17にあるように、義人は信仰によって生きる。ヨハネ5：24、まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばきに会うことがなく、死からいのちに移っているのです。ローマ10：13、だれでも。これはみな一緒です。だれでもイエスの御名を呼ぶ者は、救われるわけです。エペソ2：8、あなたがたは、恵みのゆえに信仰によって救われた。これはあなたがたから出たものではなくて、神からの賜物なのだと書かれています。宗教を全部捨ててください。それは悪魔の作品なのです。人間がなにかをやって結果を出そうとするのは言語道断です。罪がなにか分かっていないから、罪を認めたくないから、結局、キリストを認めたくないから。どのように信じればよいでしょうか。ヨハネ1：12、受け入れた人々、すなわち、その名を信じた者は、神の子どもになる特権が与えられる。イエス・キリストをこのような方として心に迎え入れること、それが信じることです。なるほど、自分が不可能な罪に陥っている者なので、イエス・キリストが私の代わりに十字架で死なれることによって、私の問題を代りに解決したのだね。私は今までの考え方、概念やすべてを全部捨てて、この代りになさったことを受け入れることだけが問題の解決なのだ。そういう意味で、世の中に信仰という概念はありません。キリストが代わりになさったので、それをそのまま受け入れることを信仰といいます。他にふさわしい言葉がないから信仰という言葉を使うだけです。だから、恵みです。人間にそういう意味で差も差別もありません。問題の解決は、代わりに解決なさった十字架のイエス・キリストを信じることです。例えばいま表に現れている問題がすっきりになるかどうかは問題の解決の本質ではありません。そのまま残っているにしても。例えば、私たちはみなイエス様を信じても死ぬでしょう。死の問題は解決したのでしょうか。死の力を打ち破って、それを解決されたイエス・キリストを受け入れた瞬間、死ぬのですが、もはや死は問題ではないし、それを信じたことが死の問題を解決したことなのです。
そういう意味で、皆さん、正しい自分発見が非常に大切なのです。キリストにあって発見しなければなりません。まずは何かの問題を抱えて悩んでいる方は、それは本当の問題を見る機会なので、聖書が語っているどうにもならない絶望的な本当の問題を認めて絶望してください。そして、イエス・キリストが身代わりとしてその問題を解決したことを信じてください。信じる方法は、イエス様を受け入れることです。それがその問題の解決です。

それから、イエス・キリストを心から信じている方々は、このように宣言してください。私はすでに永遠にすべての問題を解決してもらったものなのだと宣言してください。だから、問題はもうすでに終わりです。でも、こういう問題があるのですが…。それが十字架で解決されたと信じないから問題なのです。信じ続けてください。それがいつどうなるかは皆さんの管轄ではありません。これがキリスト教です。そうでなければ、ごりやく主義と世俗主義と宗教とみな一緒です。神社に行って願い事のために小銭を投げるのと皆さんの祈りとなにが違うのでしょうか。そういうものはいりません。問題解決のためにお願いすることはいりません。すでに十字架で終ったから！だから、僕はすでにすべての問題が終わったものなのだ。私の人生に問題などありませんと宣言してください。目の前になにかの問題があったときに、それに縛られたりしないで、そこから神の御心、神の計画を見つけようとしてください。一切縛られないでください。たとえ皆さんが過ちを犯したとしても、そのために十字架で死なれたので、それを信じなければなりません。その過ちにずっと捕らわれて、ああだ、こうだとアップアップするのは良い信仰ではありません。問題の解決は、イエス・キリストを信じることです。だから、その過ちにも神様の御心があり計画があるはずなのです。それを見つけたときに、神の国が臨まれたというわけです。

それから、最後、そういうわけなので、皆さんひとりひとりは問題を解決するためにアップアップして解決になった、なっていないというようなところにいる存在ではなくて、私は福音宣教によって、正しい答えを提供することによって、これからは他の人々の問題を解決する問題解決師なのだと自負を持っていただきたいと思います。それが皆さんです。でも、ほとんどのクリスチャンが、自分がそういう存在だとよく分かっていません。これからもずっと続きますが、3週間に渡って皆さんは自分が考えている自分ではなくて最高の幸せな者、幸せなど求める必要がないまことの平安の所有者、すべての問題がもう終わった人と教えられました。この自分の中にわざわざ時間を作って、自分がこういうものだと深く入っていくことをサミットの時間と言います。日本語で申し上げると、てっぺんの時というわけです。なにかがあってもそれと関係なく僕は幸せな者です。ぜひ皆さん、なにが問題解決なのかを正しく理解して、すべての問題はもはやとっくに終わったのだと宣言してください。なぜならイエス・キリストを信じているからです。そうでないと、次のステップが他の人の問題の解決者として生きていくべきなのに、自分の問題に引っかかっていつまで経ってもカナンには入れません。40年間荒野をグルグル回るわけです。それは何かの問題があるからではありません。その人が、なにが問題なのか、問題の解決が何なのかを聖書的に正しく理解していないからです。概念が変わっていないからです。ぜひこの喜びを具体的に味わうことによって、次のステップに進んでいってもらいたいなと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。今日も兄弟姉妹、また、レムナントたちと一緒に礼拝をささげることができて感謝いたします。いままで分かっていた自分ではなくて、神様が新しく造られた自分を発見することができるように。何より問題に縛られる理由がない既に問題を解決してもらった問題解決済みの存在だということを味わうことができるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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